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書館婚避轟讐察離．冨
／云寮の編みの夜前を

県の傾韻鎌
蕾熱闘埴鰯
高知県警が昨年I2月8日付で飲

酒運転で懲戒免職処分としておきながら、巡

査長の氏名や所属を非公表とした対応をとり

あげ「公安委員会とは、警察行政に県民の方々

の意見を反映させながら、警察の民主的運営

と政治的中立性を確保するために設置されて

あり、警察を箆理する役割を持っている」と、

島田京子高知県公安委員長に、懲戒処分公表

のあり方を政義するよう強く求めました。
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適切な判断を行うとの考えを示した」とのペ 人後の公表に対するあり方に県民の市場を ��池 劍������������yxﾂ�
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「
学
び
直
し
」
に
支
援
を

高
知
県
議
会
米
田
氏
求
め
る

日
本
共
産
党
の
米
田
稔

・
高
知
県
議
は
2
月
2
8
日

の
県
議
会
代
表
質
問
で
、

私
立
太
平
洋
学
園
高
校

（
高
知
市
）
が
託
児
室
を

設
置
し
、
妊
娠
・
出
産
し

た
高
校
生
の
学
び
直
し
を
一

支
援
し
よ
う
と
し
て
い
る
一

こ
と
へ
の
県
の
支
援
を
求
一

め

ま

し

た

。

　

　

一

私
立
で
県
内
唯
一
の
定
－

時
制
・
通
信
制
課
程
が
あ

る
同
校
は
、
不
登
校
や
発

達
陸
曹
の
生
徒
を
受
け
入
i

れ
、
学
び
直
し
の
機
会
を
－

提
供
。
託
児
室
を
設
置

し
、
妊
娠
・
出
産
し
た
苧

徒
を
支
援
し
よ
う
と
し
て
ー

い
ま
す
。

米
田
県
議
は
、
託
児
室

の
設
置
に
つ
い
て
「
生
徒

た
ち
の
学
習
権
、
教
育
を

受
け
る
権
利
を
保
障
す
る

た
め
の
教
育
環
境
整
備
で

あ
り
、
貧
困
の
連
鎖
を
教

育
の
力
で
断
ち
切
る
貴
重

な
ツ
ー
ル
の
一
つ
に
な

る
」
と
強
開
し
、
支
援
を

求
め
ま
し
た
。

岡
崎
順
子
文
化
生
活
部

長
は
私
立
学
校
の
学
力
や

教
書
環
境
の
向
上
を
目
的

と
し
た
県
単
独
補
助
金
の

活
用
が
「
可
能
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
」
と
答
え
ま

した。米
田
県
議
は
昨
年
1
2
月

に
米
海
兵
隊
の
戦
闘
機
・

F
A
1
8
が
高
知
県
沖
に
、

同
じ
く
オ
ス
プ
レ
イ
が
沖

縄
県
名
護
市
沿
岸
に
相
次

い
で
墜
落
し
た
問
題
を
取

り
上
げ
、
「
オ
レ
ン
ジ
ル

ー
ト
（
四
国
上
空
な
ど
）

で
の
訓
練
の
再
開
は
許
さ

れ
な
い
」
と
た
だ
し
ま
し

た
。
尾
崎
正
直
知
事
は
外

務
・
防
衛
両
省
に
オ
レ
ン

ジ
ル
ー
ト
下
で
の
訓
藤
の

中
止
を
要
諦
し
た
と
の

ぺ
、
「
そ
の
姿
勢
に
変
わ

り
は
な
い
」
と
答
え
ま
し

た。
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